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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一の部分および第二の部分を持つハウジングを備えたエアロゾル発生システムであっ
て、前記ハウジングが、
　　空気吸込み口と、
　　ニコチン供与源と、
　　揮発性送達促進化合物供与源と、
　　空気出口とを備え、
　　前記ハウジングの前記第一の部分および前記ハウジングの前記第二の部分が、前記ニ
コチン供与源および前記揮発性送達促進化合物供与源がどちらも前記空気吸込み口と前記
空気出口の間で前記ハウジングを通した気流経路と流体連通している開位置と、前記空気
吸込み口と前記空気出口の間で前記ハウジングを通した前記気流経路が塞がれているか、
または前記ニコチン供与源および前記揮発性送達促進化合物供与源がどちらも前記空気吸
込み口と前記空気出口の間で前記ハウジングを通した前記気流経路と流体連通していない
かのいずれか、またはその両方である閉位置との間で相互に対して移動可能である、エア
ロゾル発生システム。
【請求項２】
　前記ニコチン供与源および前記揮発性送達促進化合物供与源が、前記開位置で、前記空
気吸込み口と前記空気出口の間で前記ハウジングを通した前記気流経路に沿って引き込ま
れた気流が前記ニコチン供与源および前記揮発性送達促進化合物供与源のうち第一の方を
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通過してから前記ニコチン供与源および前記揮発性送達促進化合物供与源のうち第二の方
を通過するように、前記ハウジング内で直列に配列されている、請求項1に記載のエアロ
ゾル発生システム。
【請求項３】
　前記ニコチン供与源および前記揮発性送達促進化合物供与源が、前記閉位置で、相互に
流体連通していない、請求項1または2に記載のエアロゾル発生システム。
【請求項４】
　前記ハウジングの前記第一の部分および前記ハウジングの前記第二の部分が、前記閉位
置と前記開位置の間で相互に対してスライド可能である、請求項1～3に記載のエアロゾル
発生システム。
【請求項５】
　前記ハウジングの前記第一の部分および前記ハウジングの前記第二の部分が、前記閉位
置と前記開位置の間で相互に対して回転可能である、請求項1～3に記載のエアロゾル発生
システム。
【請求項６】
　請求項1～5のいずれか1項に記載のエアロゾル発生システムであって、さらに、
　　前記ハウジングの前記第一の部分にある一つ以上の第一の開口部と、
　　前記ハウジングの前記第二の部分にある一つ以上の第二の開口部とを備え、
　　前記開位置では、前記ハウジングの前記第一の部分にある前記一つ以上の第一の開口
部および前記ハウジングの前記第二の部分にある前記一つ以上の第二の開口部が実質的に
整列し、かつ前記閉位置では、前記ハウジングの前記第一の部分にある前記一つ以上の第
一の開口部および前記ハウジングの前記第二の部分にある前記一つ以上の第二の開口部が
実質的に整列していない、エアロゾル発生システム。
【請求項７】
　前記ニコチン供与源および前記揮発性送達促進化合物供与源がどちらも前記ハウジング
の前記第一の部分内に位置する、請求項1～6のいずれか1項に記載のエアロゾル発生シス
テム。
【請求項８】
　前記ハウジングの前記第一の部分が、前記空気吸込み口および前記空気出口を備え、ま
た前記ハウジングの前記第一の部分および前記ハウジングの前記第二の部分が、前記ニコ
チン供与源および前記揮発性送達促進化合物供与源がどちらも前記空気吸込み口と前記空
気出口の間の前記ハウジングの前記第一の部分を通した気流経路と流体連通している開位
置と、前記空気吸込み口と前記空気出口の一方または両方が前記ハウジングの前記第二の
部分により塞がれている閉位置との間を相互に対して移動可能である、請求項7に記載の
エアロゾル発生システム。
【請求項９】
　前記開位置で、前記ハウジングの前記第二の部分が、前記ハウジングの前記第一の部分
から分離されている、請求項7または8に記載のエアロゾル発生システム。
【請求項１０】
　前記ニコチン供与源および前記揮発性送達促進化合物供与源のうち第一の方が前記ハウ
ジングの前記第一の部分内に位置し、前記ニコチン供与源および前記揮発性送達促進化合
物供与源のうち第二の方がハウジングの前記第二の部分内に位置する、請求項1～6のいず
れか1項に記載のエアロゾル発生システム。
【請求項１１】
　前記ハウジングが、前記ニコチン供与源を含む第一の区画および前記揮発性送達促進化
合物供与源を含む第二の区画を備える、請求項1～10のいずれか1項に記載のエアロゾル発
生システム。
【請求項１２】
　前記第一の区画と前記第二の区画の一方または両方が、当初1つ以上の壊れやすいシー
ルによってシールされている、請求項11に記載のエアロゾル発生システム。
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【請求項１３】
　前記揮発性送達促進化合物が酸を含む、請求項1～12のいずれか1項に記載のエアロゾル
発生システム。
【請求項１４】
　前記酸が乳酸、3-メチル-2-オキソ吉草酸、ピルビン酸、2-オキソ吉草酸、4-メチル-2-
オキソ吉草酸、3-メチル-2-オキソブタン酸、2-オキソオクタン酸およびこれらの組み合
わせから成る群より選択される、請求項13に記載のエアロゾル発生システム。
【請求項１５】
　請求項1～14のいずれか1項に記載のエアロゾル発生システムであって、
　　前記ニコチン供与源および前記揮発性送達促進化合物供与源を備えるエアロゾル発生
物品と、
　　エアロゾル発生装置であって、
　　　前記エアロゾル発生物品の前記ニコチン供与源および前記揮発性送達促進化合物供
与源を受けるように構成されたくぼみを含むものと、
　　　くぼみ内で前記エアロゾル発生物品の前記ニコチン供与源および前記揮発性送達促
進化合物供与源の一方または両方を加熱するための加熱手段とを備える、エアロゾル発生
システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は多重使用エアロゾル発生システムに関連する。特に、本発明は、ニコチン塩粒
子を含むエアロゾルを発生するための、多重使用エアロゾル発生システムに関連する。
【背景技術】
【０００２】
　WO 2008/121610 A1、WO 2010/107613 A1およびWO 2011/034723 A1は、ニコチンをユー
ザーに送達するための、ニコチン供与源および揮発性送達促進化合物供与源を含む装置を
開示している。ニコチンおよび揮発性送達促進化合物は気相で相互に反応して、ユーザー
によって吸い込まれるニコチン塩粒子のエアロゾルを形成する。
【０００３】
　ユーザーによって吸入されるエアロゾルを形成するために液体ニコチン製剤を気化させ
るいわゆる「電子たばこ」も、当該技術分野において公知である。例えば、WO 2009/1327
93 A1は、シェルおよび交換可能なマウスピースを含む電熱喫煙装置であって、シェルが
電源および電気回路を含む電熱喫煙装置を開示する。マウスピースは、液体貯蔵部分、そ
の中の液体との接触のための液体貯蔵部に延びる第一の末端を有する毛細管芯および毛細
管芯の第二の末端を加熱するための発熱体を含む。使用時に、液体は芯内での毛細管作用
によって、液体貯蔵部分から発熱体に向かって移動される。液体は、芯の第二の末端で発
熱体によって気化される。
【０００４】
　複数回分のニコチン塩粒子のエアロゾルをユーザーにある期間にわたって送達する能力
のある、WO 2008/121610 A1、WO　2010/107613　A1およびWO 2011/034723 A1に開示され
ているタイプの「多重使用」電子たばこまたはエアロゾル発生システムが提供されること
が望ましい。
【０００５】
　WO 2008/121610 A1、WO 2010/107613 A1およびWO 2011/034723 A1に開示されているタ
イプのエアロゾル発生システムで使用するためのニコチン供与源および揮発性送達促進化
合物供与源は、長さに限らずある期間だけ保管する時に、ニコチンおよび揮発性送達促進
化合物をそれぞれ失う傾向にある。保管中に十分なニコチンおよび揮発性送達促進化合物
が保持されて、エアロゾル発生システムの毎回の使用の際にユーザーに送達するために、
望ましいニコチン塩粒子のエアロゾルを発生させる、WO 2008/121610 A1、WO 2010/10761
3 A1およびWO 2011/034723 A1で開示されているタイプの多重使用電子たばこまたはエア
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ロゾル発生システムが提供されることが望ましい。
【０００６】
　また、ニコチンおよび揮発性送達促進化合物が、エアロゾル発生システムを使用する際
にのみ放出される、WO 2008/121610 A1、WO 2010/107613 A1およびWO 2011/034723 A1で
開示されているタイプの多重使用電子たばこまたはエアロゾル発生システムが提供される
ことが望ましい。
【０００７】
　さらに、保管中に酸化、加水分解または反応物の属性を変化させうるその他の不要な反
応による劣化をすることなく、ニコチンおよび揮発性送達促進化合物が保持される、WO 2
008/121610 A1、WO 2010/107613 A1およびWO 2011/034723 A1で開示されているタイプの
多重使用電子たばこまたはエアロゾル発生システムが提供されることが望ましい。
【発明の概要】
【０００８】
　本発明によれば、第一の部分および第二の部分を持つハウジングを備えるエアロゾル発
生システムが提供されており、ハウジングは、空気吸込み口と、ニコチン供与源と、揮発
性送達促進化合物供与源と、空気出口とを備える。ハウジングの第一の部分およびハウジ
ングの第二の部分は、ニコチン供与源および揮発性送達促進化合物供与源がどちらも空気
吸込み口と空気出口の間でのハウジングを通した気流経路と流体連通している開位置と、
空気吸込み口と空気出口の間でのハウジングを通した気流経路が塞がれている閉位置との
間で相互に対して移動可能であるか、またはニコチン供与源および揮発性送達促進化合物
供与源がどちらも空気吸込み口と空気出口の間でのハウジングを通した気流経路と流体連
通していないか、またはその両方である。
【０００９】
　本明細書で使用される、用語「空気吸込み口」は、それを通して空気がハウジングに吸
い込まれうる一つ以上の開口部を描写するために使用される。
【００１０】
　本明細書で使用される、用語「空気出口」は、それを通して空気がハウジングから吸い
込まれうる一つ以上の開口部を描写するために使用される。
【００１１】
　本明細書で使用される、「塞がれている」という用語は、空気吸込み口を通してハウジ
ング内へ入り、空気吸込み口と空気出口の間でのハウジングを通した気流経路に沿って流
れ、かつ空気出口を通してハウジングから出る気流が実質的に阻止されるように気流経路
がブロックされることを示すために使用される。
【００１２】
　本発明によるエアロゾル発生システムのハウジングの第一の部分および第二の部分は、
開位置から閉位置へと相互に対して移動可能である。本発明によるエアロゾル発生システ
ムのハウジングの第一の部分および第二の部分はまた、閉位置から開位置へも相互に対し
て移動可能である。
【００１３】
　開位置では、空気吸込み口と空気出口の間でのハウジングを通した気流経路は塞がれて
いない。本明細書で使用される、「塞がれていない」という用語は、気流が、空気吸込み
口を通してハウジングに引き込まれ、空気吸込み口と空気出口の間でのハウジングを通し
た気流経路に沿って流れ、空気出口を通してハウジングから出ることができることを示す
ために使用される。
【００１４】
　開位置では、ニコチン供与源および揮発性送達促進化合物供与源はどちらも、空気吸込
み口と空気出口の間でのハウジングを通した気流経路と流体連通している。使用時、開位
置では、これにより、ニコチン供与源から放出されるニコチンおよび揮発性送達促進化合
物供与源から放出される揮発性送達促進化合物が、空気吸込み口を通してハウジングに引
き込まれ、空気吸込み口と空気出口の間でのハウジングを通した気流経路に沿って流れる
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気流に混入されるようになる。空気吸込み口と空気出口の間でのハウジングを通した気流
経路に沿った気流に混入されたニコチンおよび揮発性送達促進化合物が、気相と反応して
、ユーザーへの送達のために空気出口を通してハウジングから引き出されるニコチン塩粒
子のエアロゾルを形成する。
【００１５】
　閉位置では、空気吸込み口と空気出口の間でのハウジングを通した気流経路が塞がれて
いるか、またはニコチン供与源および揮発性送達促進化合物供与源がどちらも空気吸込み
口と空気出口の間でのハウジングを通した気流経路と流体連通していないか、またはその
両方である。使用時、閉位置では、これによって、ニコチン供与源から放出されるニコチ
ンおよび揮発性送達促進化合物供与源から放出される揮発性送達促進化合物が、空気吸込
み口を通してハウジングに引き込まれ、空気吸込み口と空気出口の間でのハウジングを通
した気流経路に沿って流れ、かつ空気出口を通してハウジングから出る気流に混入するこ
とが防止される。
【００１６】
　エアロゾル発生システムのハウジングの第一の部分および第二の部分を、使用と次回使
用の間で相互に対して開位置から閉位置へと移動させることにより、有利にも、十分なニ
コチンおよび揮発性送達促進化合物が、本発明によるエアロゾル発生システムの保管中に
混入して、エアロゾル発生システムの毎回の使用の際にユーザーに配達されるための望ま
しいエアロゾルを発生させうる。
【００１７】
　空気吸込み口と空気出口の間でのハウジングを通した気流経路が閉位置で塞がれている
実施形態では、ユーザーが、閉位置で、空気吸込み口を通してハウジングに引き込まれ、
空気吸込み口と空気出口の間でのハウジングを通した気流経路に沿って流れ、かつ空気出
口を通してハウジングから出る気流を引き込むことが防止される。
【００１８】
　空気吸込み口は、閉位置で塞がれていてもよい。本明細書で使用される、「塞がれてい
る」という用語は、空気吸込み口を通したハウジング内への気流が実質的に防止されるこ
とを示すために使用される。こうした実施形態で、空気吸込み口を通したハウジング内へ
の気流は閉位置で実質的に阻止されているため、閉位置で空気吸込み口と空気出口の間で
のハウジングを通した気流経路が塞がれている。
【００１９】
　別の方法としてまたは追加的に、空気出口は閉位置で塞がれていてもよい。本明細書で
使用される、「塞がれている」という用語は、空気出口を通したハウジングから出る気流
が実質的に阻止されることを示すために使用される。こうした実施形態で、空気出口を通
してハウジングから出る気流は閉位置で実質的に阻止されているため、閉位置で空気吸込
み口と空気出口の間でのハウジングを通した気流経路が塞がれている。
【００２０】
　別の方法としてまたは追加的に、ハウジングを通した気流経路は、閉位置で空気吸込み
口と空気出口の間で塞がれていてもよい。本明細書で使用される、「塞がれている」とい
う用語は、空気吸込み口と空気出口の間での気流が実質的に阻止されていることを示すた
めに使用される。こうした実施形態で、空気吸込み口と空気出口の間でのハウジングを通
した気流経路に沿った気流は、閉位置で実質的に阻止されるため、空気吸込み口と空気出
口の間でのハウジングを通した気流経路は、閉位置で塞がれている。
【００２１】
　ニコチン供与源および揮発性送達促進化合物供与源がどちらも空気吸込み口と空気出口
の間でのハウジングを通した気流経路と閉位置で流体連通していない実施形態では、ニコ
チン供与源から放出されるニコチンおよび揮発性送達促進化合物供与源から放出される揮
発性送達促進化合物は、閉位置で、空気吸込み口を通してハウジングに引き込まれ、空気
吸込み口と空気出口の間でのハウジングを通した気流経路に沿って流れ、空気出口を通し
てハウジングから出る気流内に混入されることが防止される。
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【００２２】
　一定の好ましい実施形態で、ニコチン供与源の連通および揮発性送達促進化合物供与源
は、閉位置内で相互に流体連通していない。これにより有利にも、閉位置で、ニコチン供
与源から放出されるニコチンが揮発性送達促進化合物供与源から放出される揮発性送達促
進化合物と反応することが防止される。
【００２３】
　ニコチン供与源および揮発性送達促進化合物供与源はどちらも、ハウジングの第一の部
分に所在させうる。こうした実施形態で、ハウジングの第二の部分は、開位置で、ハウジ
ングの第一の部分から分離させうる。
【００２４】
　一定の実施形態で、エアロゾル発生システムは、第一の部分および第二の部分を持つハ
ウジングを備えうるが、ハウジングの第一の部分は、空気吸込み口と、ニコチン供与源と
、揮発性送達促進化合物供与源と、空気出口とを含み、ここでハウジングの第一の部分お
よびハウジングの第二の部分は、相互に対して、ニコチン供与源および揮発性送達促進化
合物供与源がどちらも空気吸込み口と空気出口の間のハウジングの第一の部分を通した気
流経路と流体連通している開位置と、空気吸込み口と空気出口の一方または両方がハウジ
ングの第二の部分により塞がれている閉位置との間を移動可能である。
【００２５】
　こうした実施形態で、ハウジングの第二の部分は、閉位置で少なくとも部分的にハウジ
ングの第一の部分の上にあり、それによって空気吸込み口と空気出口の一方または両方を
塞ぎ、また開位置で、ハウジングの第一の部分から除去され、それによって空気吸込み口
および空気出口を露出させる、取り外し可能キャップ、カバーまたはスリーブとしうる。
【００２６】
　別の方法として、ニコチン供与源および揮発性送達促進化合物供与源のうち第一の方は
、ハウジングの第一の部分に位置し、ニコチン供与源および揮発性送達促進化合物供与源
のうち第二の方は、ハウジングの第二の部分に位置しうる。
【００２７】
　本明細書で使用される、「近位」および「遠位」という用語は、本発明によるエアロゾ
ル発生システムの構成要素または構成要素の部分の相対的位置を描写するために使用され
る。
【００２８】
　エアロゾル発生システムは、使用時にユーザーに送達されるために、そこを通してエア
ロゾルがエアロゾル発生システムを抜け出る近位端を備える。エアロゾル発生システムの
近位端は口側の端と呼ばれることもある。使用時に、開位置で、エアロゾル発生システム
によって発生したエアロゾルを吸い込むために、ユーザーはエアロゾル発生システムの近
位端を吸う。エアロゾル発生物品システムは、近位端と向かい合った遠位端を備える。
【００２９】
　本明細書で使用される、「長軸方向」という用語は、エアロゾル発生システムの下流と
それに向かい合った遠位端との間の方向を描写するために使用され、また「横断」という
用語は、長軸方向と直角をなす方向を描写するために使用される。
【００３０】
　空気出口は、エアロゾル発生システムのハウジングの近位端に位置する。空気吸込み口
は、エアロゾル発生システムのハウジングの遠位端に位置しうる。別の方法として、空気
吸込み口は、エアロゾル発生システムのハウジングの近位端および遠位端の間に位置しう
る。
【００３１】
　本明細書で使用される、「上流」および「下流」という用語は、開位置でユーザーがエ
アロゾル発生システムの近位端を吸った時の、空気吸込み口と空気出口の間の気流経路に
沿った気流の方向に対する、本発明によるエアロゾル発生システムの構成要素または構成
要素の部分の相対的な位置を描写するために使用される。
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【００３２】
　開位置では、ユーザーがエアロゾル発生システムの近位端を吸う時、空気は空気吸込み
口を通してハウジングに引き込まれ、空気吸込み口と空気出口の間でのハウジングを通し
た気流経路に沿って下流に通過し、エアロゾル発生システムの近位端にある空気出口を通
してハウジングを出る。
【００３３】
　エアロゾル発生システムの近位端はまた、下流端と呼ばれることもあり、エアロゾル発
生システムの構成要素、または構成要素の部分は、空気吸込み口と空気出口の間でのエア
ロゾル発生システムハウジングを通した気流に対する位置に基づき、相互に上流または下
流にあるものとして描写されうる。
【００３４】
　ハウジングの第一の部分およびハウジングの第二の部分は、ユーザーがハウジングの第
一の部分およびハウジングの第二の部分を、開位置と閉位置の間で相互に対して手動で移
動しうるように構成される。
【００３５】
　ハウジングの第一の部分およびハウジングの第二の部分は、ユーザーが、ハウジングの
第一の部分およびハウジングの第二の部分を開位置と閉位置の間で相互に対して移動する
ために、ハウジングの第一の部分およびハウジングの第二の部分のうち一方または両方を
、例えば押す、引く、捩じる、回転させることができるように、構成しうる。
【００３６】
　ハウジングの第一の部分およびハウジングの第二の部分は、ハウジングの長軸方向に沿
って開位置と閉位置の間で相互に対して移動可能としうる。こうした実施形態で、開位置
でのハウジングの長さは、閉位置でのハウジング長さよりも長くしうる。別の方法として
、開位置でのハウジングの長さは、閉位置でのハウジング長さよりも短くしうる。
【００３７】
　別の方法として、ハウジングの第一の部分およびハウジングの第二の部分は、ハウジン
グの横断軸方向に沿って開位置と閉位置の間で相互に対して移動可能としうる。
【００３８】
　ハウジングの第一の部分およびハウジングの第二の部分は、開位置と閉位置の間で相互
に対してスライド可能としうる。
【００３９】
　一定の実施形態で、ハウジングの第一の部分およびハウジングの第二の部分は、開位置
と閉位置の間で、エアロゾル発生システムの長軸方向軸に沿って相互に対してスライド可
能としうる。
【００４０】
　その他の実施形態で、ハウジングの第一の部分およびハウジングの第二の部分は、開位
置と閉位置の間で、エアロゾル発生システムの横断軸に沿って相互に対してスライド可能
としうる。
【００４１】
　別の方法として、ハウジングの第一の部分およびハウジングの第二の部分は、開位置と
閉位置の間で相互に対して回転可能としうる。
【００４２】
　一定の実施形態で、ハウジングの第一の部分およびハウジングの第二の部分は、開位置
と閉位置の間で、エアロゾル発生システムの長軸方向軸に沿って相互に対して回転可能と
しうる。
【００４３】
　その他の実施形態で、ハウジングの第一の部分およびハウジングの第二の部分は、開位
置と閉位置の間で、エアロゾル発生システムの横断軸に沿って相互に対して回転可能とし
うる。
【００４４】
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　一定の実施形態で、エアロゾル発生システムは、ハウジングの第一の部分にある一つ以
上の第一の開口部およびハウジングの第二の部分にある一つ以上の第二の開口部を備えう
るが、開位置では、ハウジングの第一の部分にある一つ以上の第一の開口部およびハウジ
ングの第二の部分にある一つ以上の第二の開口部は、実質的に整列されており、また閉位
置では、ハウジングの第一の部分にある一つ以上の第一の開口部およびハウジングの第二
の部分にある一つ以上の第二の開口部は実質的に整列されていない。
【００４５】
　使用時、ハウジングの第一の部分およびハウジングの第二の部分の開位置と閉位置の間
での相互に対する移動により、一つ以上の第一の開口部および一つ以上の第二の開口部と
の間の見当合わせの度合いを変化させることができる。
【００４６】
　こうした実施形態で、開位置で、ハウジングの第一の部分にある一つ以上の第一の開口
部とハウジングの第二の部分にある一つ以上の第二の開口部とを実質的に整列させること
で、開位置でのニコチン供与源および揮発性送達促進化合物と、空気吸込み口から空気出
口へのハウジングを通した気流経路との流体連通を提供しうる。
【００４７】
　こうした実施形態で、閉位置で、ハウジングの第一の部分にある一つ以上の第一の開口
部とハウジングの第二の部分にある一つ以上の第二の開口部とを実質的に整列させること
で、閉位置で空気吸込み口と空気出口の間でのハウジングを通した気流経路を塞ぎうる。
【００４８】
　別の方法としてまたは追加的に、こうした実施形態で、閉位置でハウジングの第一の部
分にある一つ以上の第一の開口部およびハウジングの第二の部分にある一つ以上の第二の
開口部を実質的に整列させないことで、閉位置でのニコチン供与源と、空気吸込み口およ
び空気出口の間でのハウジングを通した気流経路との間の流体連通、ならびに揮発性送達
促進化合物供与源と、空気吸込み口および空気出口の間でのハウジングを通した気流経路
との間の流体連通のうち、一方または両方を阻止しうる。
【００４９】
　ハウジングの第一の部分およびハウジングの第二の部分は、同一または異なる数のそれ
ぞれ第一の開口部および第二の開口部を含みうる。
【００５０】
　ハウジングの第一の部分およびハウジングの第二の部分は、開位置および閉位置の一方
または両方で相互に隣接しうる。例えば、ハウジングの第一の部分およびハウジングの第
二の部分が、開位置および閉位置でハウジングの長軸方向軸を中心に相互に対して回転可
能な場合、開位置および閉位置でハウジングの第一の部分およびハウジングの第二の部分
は相互に隣接しうる。
【００５１】
　別の方法として、ハウジングの第一の部分およびハウジングの第二の部分は、開位置お
よび閉位置の一方または両方で、長軸方向に相互に間隙を介しうる。例えば、ハウジング
の第一の部分およびハウジングの第二の部分が、ハウジングの長軸方向軸に沿って開位置
と閉位置の間で相互に対して移動可能な場合、ハウジングの第一の部分およびハウジング
の第二の部分は、開位置で相互に長軸方向に間隙を介し、閉位置で相互に隣接するように
しうる。
【００５２】
　別の方法として、ハウジングの第二の部分は、開位置および閉位置の一方または両方で
、ハウジングの第一の部分の少なくとも一部品の上または下としうる。
【００５３】
　ハウジングは、ニコチン供与源を含む第一の区画および揮発性送達促進化合物供与源を
含む第二の区画を備えうる。
【００５４】
　第一の区画は、エアロゾル発生システムを初めて使用する前に、1つ以上の取り外し可
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能または壊れやすいバリアでシールされうる。一定の実施形態で、第一の区画は一対の向
かい合った横断する取り外し可能または壊れやすいバリアによってシールされうる。
【００５５】
　別の方法として、または追加的に、第二の区画は、エアロゾル発生システムを初めて使
用する前に、1つ以上の取り外し可能または壊れやすいバリアでシールされうる。一定の
実施形態で、第二の区画は一対の向かい合った横断する取り外し可能または壊れやすいバ
リアによってシールされうる。
【００５６】
　1つ以上の取り外し可能または壊れやすいバリアは適切な任意の材料で形成されうる。
例えば、1つ以上の取り外し可能または壊れやすいバリアは金属の箔またはフィルムで形
成されうる。
【００５７】
　こうした実施形態で、エアロゾル発生システムは、エアロゾル発生システムで初めて使
用する前に、第一の区画と第二の区画の一方または両方をシールする1つ以上の壊れやす
いバリアを貫通するための貫通部材をさらに備えうる。
【００５８】
　第一の区画と第二の区画は互いに隣接しうる。別の方法として、第一の区画と第二の区
画は互いに間隙を介しうる。
【００５９】
　第一の区画と第二の区画の容積は同一または異なる容積としうる。ユーザーに送達する
ための複数回分のエアロゾルを発生するために、第一の区画は十分なニコチンを含むべき
で、また第二の区画は十分な揮発性送達促進化合物を含むべきである。
【００６０】
　下記にさらに説明する通り、ニコチン供与源および揮発性送達促進化合物供与源は、エ
アロゾル発生システムのハウジング内で直列または並列に配列されうる。
【００６１】
　本明細書で使用される「直列」は、ニコチン供与源および揮発性送達促進化合物供与源
が、開位置で、空気吸込み口と空気出口の間でのハウジングを通した気流経路に沿って引
き込まれた気流が、ニコチン供与源および揮発性送達促進化合物供与源のうち第一の方を
通過してから、ニコチン供与源および揮発性送達促進化合物供与源のうち第二の方を通過
するように、エアロゾル発生システムのハウジング内に配列されていることを意味する。
【００６２】
　こうした実施形態で、ニコチン蒸気は、ニコチン供与源から空気吸込み口と空気出口の
間でハウジングを通した気流経路に沿って引き込まれた気流内に放出され、また揮発性送
達促進化合物の蒸気は、揮発性送達促進化合物供与源から空気吸込み口と空気出口の間で
ハウジングを通した気流経路に沿って引き込まれた気流内に放出される。上述の通り、ニ
コチン蒸気は、気相で揮発性送達促進化合物の蒸気と反応してエアロゾルを形成し、これ
が空気出口を通してユーザーに送達される。
【００６３】
　ニコチン供与源および揮発性送達促進化合物供与源が、エアロゾル発生システム内に直
列に配列されている場合、揮発性送達促進化合物供与源は、開位置で、空気吸込み口と空
気出口の間でのハウジングを通した気流経路に沿って引き込まれた気流がニコチン供与源
を通過してから、揮発性送達促進化合物供与源を通過するように、ニコチン供与源の下流
であることが好ましい。ただし、当然のことながら、別の方法として、揮発性送達促進化
合物供与源は、開位置で空気吸込み口と空気出口の間でのハウジングを通した気流経路に
沿った気流が、揮発性送達促進化合物供与源を通過してから、ニコチン供与源を通過する
ようにしてもよい。
【００６４】
　一定の好ましい実施形態で、ニコチン供与源および揮発性送達促進化合物供与源は、ハ
ウジング内で空気吸込み口から空気出口へ直列に配列されており、ニコチン供与源が空気
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吸込み口の下流であり、揮発性送達促進化合物供与源がニコチン供与源の下流であり、空
気出口が揮発性送達促進化合物供与源の下流である。
【００６５】
　本明細書で使用される「並列」は、ニコチン供与源および揮発性送達促進化合物供与源
が、開位置で、空気吸込み口と空気出口の間でのハウジングを通した気流経路に沿って引
き込まれる第一の気流がニコチン供与源を通過し、空気吸込み口と空気出口の間でのハウ
ジングを通した気流経路に沿って引き込まれる第二の気流が揮発性送達促進化合物供与源
を通過するように、エアロゾル発生システムのハウジング内に配列されていることを意味
する。
【００６６】
　こうした実施形態で、ニコチン蒸気は、ニコチン供与源から空気吸込み口と空気出口の
間でハウジングを通した気流経路に沿って引き込まれた第一の気流内に放出され、また揮
発性送達促進化合物の蒸気は、揮発性送達促進化合物供与源から空気吸込み口と空気出口
の間でハウジングを通した気流経路に沿って引き込まれた第二の気流内に放出される。第
一の気流内のニコチン蒸気は、第二の気流内の揮発性送達促進化合物の蒸気と気相で反応
してエアロゾルを形成し、これが空気出口を通してユーザーに送達される。
【００６７】
　一定の好ましい実施形態で、ニコチン供与源および揮発性送達促進化合物供与源は、ハ
ウジング内で並列に配列され、ニコチン供与源および揮発性送達促進化合物供与源はどち
らも、空気吸込み口の下流でありかつ空気出口の上流である。こうした実施形態で、開位
置では、空気吸込み口を通してハウジングに引き込まれ、空気吸込み口と空気出口の間で
のハウジングを通した気流経路に沿って流れる気流の第一の部分はニコチン供与源を通過
し、また空気吸込み口を通してハウジングに引き込まれ、空気吸込み口と空気出口の間で
のハウジングを通した気流経路に沿って流れる気流の第二の部分は揮発性送達促進化合物
供与源を通過する。気流の第一の部分内のニコチン蒸気は、気流の第二の部分内の揮発性
送達促進化合物の蒸気と気相で反応してエアロゾルを形成し、これが空気出口を通してユ
ーザーに送達される。
【００６８】
　その他の好ましい実施形態で、空気吸込み口は、第一の空気吸込み口および第二の空気
吸込み口を備え、ニコチン供与源および揮発性送達促進化合物供与源は、ハウジング内に
並列に配列され、ニコチン供与源は第一の空気吸込み口の下流でありかつ空気出口の上流
であり、揮発性送達促進化合物供与源は、第二の空気吸込み口の下流でありかつ空気出口
の上流である。こうした実施形態で、開位置では、第一の空気吸込み口を通してハウジン
グに引き込まれ、空気吸込み口と空気出口の間でのハウジングを通した気流経路に沿って
流れる第一の気流はニコチン供与源を通過し、また第二の空気吸込み口を通してハウジン
グに引き込まれ、空気吸込み口と空気出口の間でのハウジングを通した気流経路に沿って
流れる第二の気流は揮発性送達促進化合物供与源を通過する。第一の気流内のニコチン蒸
気は、第二の気流内の揮発性送達促進化合物の蒸気と気相で反応してエアロゾルを形成し
、これが空気出口を通してユーザーに送達される。
【００６９】
　当然のことながら、エアロゾル発生システムのハウジングが、ニコチン供与源を含む第
一の区画および揮発性送達促進化合物供与源を含む第二の区画を含む場合、第一の区画お
よび第二の区画は、上述の通り、ハウジング内で直列にも並列にも配列されうる。
【００７０】
　第一の区画および第二の区画がハウジング内で直列に配列されており、かつ第二の区画
が第一の区画の下流である実施形態では、開位置での使用時に、ニコチン蒸気は、第二の
区画内で揮発性送達促進化合物の蒸気と反応して、エアロゾルを形成しうる。こうした実
施形態で、ハウジングは第二の区画の下流に第三の区画をさらに備えることができ、ニコ
チン蒸気は、別の方法としてまたは追加的に第三の区画内で揮発性送達促進化合物の蒸気
と反応してエアロゾルを形成しうる。
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【００７１】
　第一の区画および第二の区画がハウジング内で直列に配列されており、かつ第二の区画
が第一の区画の上流である実施形態では、開位置での使用時に、揮発性送達促進化合物の
蒸気は、第一の区画内でニコチン蒸気と反応しうる。こうした実施形態で、ハウジングは
第一の区画の下流に第三の区画をさらに備えることができ、揮発性送達促進化合物の蒸気
は、別の方法としてまたは追加的に第三の区画内でニコチン蒸気と反応してエアロゾルを
形成しうる。
【００７２】
　第一の区画と第二の区画がハウジング内で並列に配列されている実施形態で、ハウジン
グは第一の区画と第二の区画の下流にある第三の区画をさらに備えることができ、第一の
気流内のニコチン蒸気および第二の気流内の揮発性送達促進化合物の蒸気は、第三の区画
内で混合・反応してエアロゾルを形成しうる。
【００７３】
　存在する場合、第三の区画は1つ以上のエアロゾル修飾剤を含みうる。例えば、第三の
区画は、活性炭などの吸着剤、メントールなどの風味剤またはそれらの組み合わせを含み
うる。
【００７４】
　ハウジングは、さらにニコチン供与源および揮発性送達促進化合物供与源の下流にある
マウスピースを備えうる。
【００７５】
　エアロゾル発生システムのハウジングが、ニコチン供与源を含む第一の区画、揮発性送
達促進化合物供与源を含む第二の区画および随意に第三の区画を備える場合、ハウジング
はさらに、第一の区画、第二の区画および、存在する場合に第三の区画の下流にマウスピ
ースを備えうる。存在する場合、マウスピースはフィルターを備えうる。フィルターは、
低い粒子濾過効率または非常に低い粒子濾過効率を有しうる。別の方法として、マウスピ
ースは中空管を備えうる。
【００７６】
　本発明によるエアロゾル発生システムは、揮発性送達促進化合物を含む。「揮発性」は
本明細書で使用されるとき、送達促進化合物の蒸気圧が少なくとも約20 Paであることを
意味する。特に明記しない限り、本明細書で言及したすべての蒸気圧は、ASTM E1194 - 0
7に従い測定された25℃での蒸気圧である。
【００７７】
　揮発性送達促進化合物の25℃での蒸気圧は、少なくとも約50 Paであることが好ましく
、少なくとも約75 Paであることがより好ましく、少なくとも100 Paであることが最も好
ましい。
【００７８】
　揮発性送達促進化合物の25℃での蒸気圧は約400 Pa以下であることが好ましく、約300 
Pa以下がより好ましく、約275 Pa以下がさらにより好ましく、約250 Pa以下が最も好まし
い。
【００７９】
　一定の実施形態で、揮発性送達促進化合物の25℃での蒸気圧は、約20 Pa～約400 Paの
間としうるが、約20 Pa～約300 Paの間がより好ましく、約20 Pa～約275 Paの間がさらに
より好ましく、約20 Pa～約250 Paの間が最も好ましい。
【００８０】
　その他の実施形態で、揮発性送達促進化合物の25℃での蒸気圧は、約50 Pa～約400 Pa
の間としうるが、約50 Pa～約300 Paの間がより好ましく、約50 Pa～約275 Paの間がさら
により好ましく、約50 Pa～約250 Paの間が最も好ましい。
【００８１】
　さらなる実施形態で、揮発性送達促進化合物の25℃での蒸気圧は、約75 Pa～約400 Pa
の間としうるが、約75 Pa～約300 Paの間がより好ましく、約75 Pa～約275 Paの間がさら
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により好ましく、約75 Pa～約250 Paの間が最も好ましい。
【００８２】
　なおさらなる実施形態で、揮発性送達促進化合物の25℃での蒸気圧は、約100 Pa～約40
0 Paの間としうるが、約100 Pa～約300 Paの間がより好ましく、約100 Pa～約275 Paの間
がさらにより好ましく、約100 Pa～約250 Paの間が最も好ましい。
【００８３】
　揮発性送達促進化合物は単一の化合物を含みうる。別の方法として、揮発性送達促進化
合物は2つ以上の異なる化合物を含みうる。
【００８４】
　揮発性送達促進化合物が2つ以上の異なる化合物を含む場合、2つ以上の異なる化合物の
組み合わせの25℃での蒸気圧は少なくとも約20 Paである。
【００８５】
　揮発性送達促進化合物は揮発性の液体であることが好ましい。
【００８６】
　揮発性送達促進化合物は、2つ以上の異なる液体化合物の混合物を含みうる。
【００８７】
　揮発性送達促進化合物は、1つまたは複数の化合物の水溶液を含みうる。あるいは、揮
発性送達促進化合物は、1つまたは複数の化合物の非水溶液を含みうる。
【００８８】
　揮発性送達促進化合物は2つ以上の異なる揮発性化合物を含みうる。例えば、揮発性送
達促進化合物は、2つ以上の異なる揮発性液体化合物の混合物を含みうる。
【００８９】
　あるいは、揮発性送達促進化合物は、1つまたは複数の不揮発性化合物および1つまたは
複数の揮発性化合物を含みうる。例えば、揮発性送達促進化合物は、揮発性溶媒中の1つ
または複数の不揮発性化合物の溶液または1つまたは複数の不揮発性液体化合物および1つ
または複数の揮発性液体化合物の混合物を含みうる。
【００９０】
　一定の実施形態で、揮発性送達促進化合物は酸を含む。揮発性送達促進化合物は、有機
酸または無機酸を含みうる。揮発性送達促進化合物は有機酸を含むことが好ましく、カル
ボン酸がより好ましく、乳酸またはα-ケト酸または2-オキソ酸が最も好ましい。
【００９１】
　好ましい実施形態で、揮発性送達促進化合物は、乳酸、3-メチル-2-オキソペンタン酸
、ピルビン酸、2-オキソペンタン酸、4-メチル-2-オキソペンタン酸、3-メチル-2-オキソ
ブタン酸、2-オキソオクタン酸およびこれらの組み合わせから成る群より選択される酸を
含む。特に好ましい実施形態で、揮発性送達促進化合物は乳酸またはピルビン酸を含む。
【００９２】
　一つの好ましい実施形態で、揮発性送達促進化合物供与源は、収着エレメントと、収着
エレメントに吸着された揮発性送達促進化合物とを含む。
【００９３】
　「収着された」は本明細書で使用されるとき、揮発性送達促進化合物が収着エレメント
の表面上に吸着された、または収着エレメント中に吸収された、または収着エレメント上
に吸着されて収着エレメント中に吸収されたことを意味する。揮発性送達促進化合物は、
収着エレメント上に吸着されることが好ましい。
【００９４】
　収着エレメントを、任意の適切な材料または材料の組み合わせから形成しうる。例えば
、収着エレメントは、ガラス、ステンレス鋼、アルミニウム、ポリエチレン（PE）、ポリ
プロピレン、ポリエチレンテレフタラート（PET）、ポリブチレンテレフタレート（PBT）
、ポリテトラフルオロエチレン（PTFE）、延伸ポリテトラフルオロエチレン（ePTFE）お
よびBAREX（登録商標）の1つまたは複数を含みうる。
【００９５】
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　好ましい実施形態で、収着エレメントは多孔性収着エレメントである。
【００９６】
　例えば、収着エレメントは、多孔性プラスチック材料、多孔性重合体繊維および多孔性
ガラス繊維から成る群より選択された1つまたは複数の材料を含む多孔性収着エレメント
であってもよい。
【００９７】
　収着エレメントは揮発性送達促進化合物に対して化学的に不活性であることが好ましい
。
【００９８】
　収着エレメントは適切な任意のサイズおよび形状を有しうる。
【００９９】
　好ましい一定の実施形態において、収着エレメントは、実質的に円柱状プラグである。
特に好ましい一定の実施形態において、収着エレメントは、多孔性の実質的に円柱状プラ
グである。
【０１００】
　好ましい他の実施形態で、収着エレメントは実質的に円柱状の中空管である。特に好ま
しい他の実施形態で、収着エレメントは多孔性の実質的に円柱状の中空管である。
【０１０１】
　収着エレメントのサイズ、形状および組成物は、揮発性送達促進化合物の所望量が収着
エレメント上に収着されるのを可能にするように選んでもよい。
【０１０２】
　揮発性送達促進化合物供与源は、ユーザーに送達するための複数回分のエアロゾルを発
生するために、十分な揮発性送達促進化合物を備えるべきである。
【０１０３】
　好ましい実施形態で、約20 μl～約200 μlの間、より好ましくは約40 μl～約150 μl
の間、最も好ましくは約50 μl～約100 μlの間の揮発性送達促進化合物は、収着エレメ
ント上に収着される。
【０１０４】
　収着エレメントは、揮発性送達促進化合物のための貯蔵所としての役割を都合よく果た
す。
【０１０５】
　本発明によるエアロゾル発生システムはまた、ニコチン供与源も備える。ニコチン供与
源は1つまたは複数のニコチン、ニコチン塩基、ニコチン塩（ニコチン-HCl、ニコチン酒
石酸塩またはニコチン二酒石酸塩など）、またはニコチン誘導体を含みうる。
【０１０６】
　ニコチン供与源は天然ニコチンまたは合成ニコチンを含みうる。
【０１０７】
　ニコチン供与源は純粋なニコチン、水性溶媒または非水溶媒におけるニコチンの溶液、
あるいは液体たばこ抽出物を含みうる。
【０１０８】
　ニコチン供与源は電解質形成化合物をさらに含みうる。電解質形成化合物はアルカリ金
属水酸化物、アルカリ金属酸化物、アルカリ金属塩、アルカリ土類金属酸化物、アルカリ
土類金属水酸化物およびこれらの組み合わせから成る群より選択しうる。
【０１０９】
　例えば、ニコチン供与源は水酸化カリウム、水酸化ナトリウム、酸化リチウム、酸化バ
リウム、塩化カリウム、塩化ナトリウム、炭酸ナトリウム、クエン酸ナトリウム、硫酸ア
ンモニウムおよびこれらの組み合わせから成る群より選択された電解質形成化合物を含み
うる。
【０１１０】
　一定の実施形態で、ニコチン供与源はニコチン、ニコチン塩基、ニコチン塩またはニコ
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チン誘導体および電解質形成化合物の水溶液を含みうる。
【０１１１】
　別の方法としてまたは追加的に、ニコチン供与源は天然フレーバー、人工フレーバーお
よび酸化防止剤を含むがこれに限定されないその他の成分をさらに含みうる。
【０１１２】
　ニコチン供与源は収着エレメントおよび収着エレメントで吸着されたニコチンを含みう
る。
【０１１３】
　本明細書に使用される、「収着された」は、ニコチンが収着エレメントの表面上に吸着
された、または収着エレメント中に吸収された、または収着エレメント上に吸着された、
および中に吸収されたことの両方を意味する。
【０１１４】
　収着エレメントを、任意の適切な材料または材料の組み合わせから形成しうる。例えば
、収着エレメントは、ガラス、ステンレス鋼、アルミニウム、ポリエチレン（PE）、ポリ
プロピレン、ポリエチレンテレフタラート（PET）、ポリブチレンテレフタレート（PBT）
、ポリテトラフルオロエチレン（PTFE）、延伸ポリテトラフルオロエチレン（ePTFE）お
よびBAREX（登録商標）の1つまたは複数を含みうる。
【０１１５】
　好ましい実施形態で、収着エレメントは多孔性収着エレメントである。
【０１１６】
　例えば、収着エレメントは、多孔性プラスチック材料、多孔性重合体繊維および多孔性
ガラス繊維から成る群より選択された1つまたは複数の材料を含む多孔性収着エレメント
であってもよい。
【０１１７】
　収着エレメントはニコチンに関して化学的に不活性であることが好ましい。
【０１１８】
　収着エレメントは適切な任意のサイズおよび形状を有しうる。
【０１１９】
　好ましい一定の実施形態において、収着エレメントは、実質的に円柱状プラグである。
特に好ましい一定の実施形態において、収着エレメントは、多孔性の実質的に円柱状プラ
グである。
【０１２０】
　好ましい他の実施形態で、収着エレメントは実質的に円柱状の中空管である。特に好ま
しい他の実施形態で、収着エレメントは多孔性の実質的に円柱状の中空管である。
【０１２１】
　収着エレメントのサイズ、形状および組成物は、ニコチンの所望量が収着エレメント上
に収着されるのを可能にするように選んでもよい。
【０１２２】
　ニコチン供与源は、ユーザーに送達するための複数回分のエアロゾルを発生するために
十分なニコチンを含むべきである。
【０１２３】
　望ましい実施形態で、約50 μl～約150 μl、より好ましくは約100 μlのニコチンが収
着エレメント上に吸着される。
【０１２４】
　収着エレメントは、ニコチンのための貯蔵所としての役割を都合よく果たす。
【０１２５】
　当然のことながら、ニコチン供与源および送達促進化合物供与源は、同一または異なる
組成の収着エレメントを備えうる。
【０１２６】
　当然のことながら、ニコチン供与源および送達促進化合物供与源は、同一または異なる
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サイズおよび形状の収着エレメントを備えうる。
【０１２７】
　エアロゾル発生システムは、ニコチン供与源および送達促進化合物供与源を含むエアロ
ゾル発生物品と、エアロゾル発生装置であって、エアロゾル発生物品のニコチン供与源お
よび送達促進化合物供与源を受けるように構成されたくぼみを含むものと、くぼみ内でエ
アロゾル発生物品のニコチン供与源および送達促進化合物供与源の一方または両方を加熱
するための加熱手段とを備えうる。
【０１２８】
　「エアロゾル発生物品」という用語は本明細書で使用される時、エアロゾルを形成する
ことができる揮発性化合物を放出する能力を持つエアロゾル形成基質を含む物品を意味す
る。
【０１２９】
　「エアロゾル発生装置」という用語は本明細書で使用される時、エアロゾル発生物品と
相互作用して、ユーザーの肺にユーザーの口を通して直接吸入可能なエアロゾルを発生す
る装置を意味する。
【０１３０】
　また当然のことながら、エアロゾル発生システムがニコチン供与源および揮発性送達促
進化合物供与源を含むエアロゾル発生物品を備える場合、ニコチン供与源および揮発性送
達促進化合物供与源は、上述の通り、エアロゾル発生物品内に直列または並列に配列され
うる。
【０１３１】
　エアロゾル発生物品は、ニコチン供与源を含む第一の区画および揮発性送達促進化合物
供与源を含む第二の区画を備えうる。
【０１３２】
　当然のことながら、エアロゾル発生システムがニコチン供与源を含む第一の区画および
揮発性送達促進化合物供与源を含む第二の区画を備えたエアロゾル発生物品を備える場合
、第一の区画および第二の区画は、上述の通り、エアロゾル発生物品内で直列または並列
に配列されうる。
【０１３３】
　第一の区画と第二の区画は互いに隣接しうる。別の方法として、第一の区画と第二の区
画は互いに間隙を介しうる。一定の実施形態で、第一の区画と第二の区画の間の熱移動を
低減するために、第一の区画と第二の区画は互いに間隙を介しうる。
【０１３４】
　第一の区画は、エアロゾル発生システムを初めて使用する前に、1つ以上の取り外し可
能または壊れやすいバリアでシールされうる。一定の実施形態で、第一の区画は一対の向
かい合った横断する取り外し可能または壊れやすいバリアによってシールされうる。
【０１３５】
　別の方法として、または追加的に、第二の区画は、エアロゾル発生システムを初めて使
用する前に、1つ以上の取り外し可能または壊れやすいバリアでシールされうる。一定の
実施形態で、第二の区画は一対の向かい合った横断する取り外し可能または壊れやすいバ
リアによってシールされうる。
【０１３６】
　1つ以上の取り外し可能または壊れやすいバリアは適切な任意の材料で形成されうる。
例えば、1つ以上の取り外し可能または壊れやすいバリアは金属の箔またはフィルムで形
成されうる。
【０１３７】
　こうした実施形態で、エアロゾル発生装置は、エアロゾル発生システムを初めて使用す
る前に、エアロゾル発生物品の第一の区画と第二の区画の一方または両方をシールする1
つ以上の壊れやすいバリアを貫通するために、くぼみ内に位置する貫通部材をさらに含み
うる。
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【０１３８】
　貫通部材は適切な任意の材料で形成されうる。
【０１３９】
　第一の区画と第二の区画がエアロゾル発生物品内で直列に配列される場合、貫通部材は
エアロゾル発生装置のくぼみ内の中央に、くぼみの主軸に沿って配置されることが好まし
い。
【０１４０】
　第一の区画と第二の区画の物品がエアロゾル発生物品内で並列で配列される場合、貫通
部材は、エアロゾル発生物品の第一の区画を貫通するために、エアロゾル発生装置のくぼ
み内に配置された第一の貫通要素と、エアロゾル発生物品の第二の区画を貫通するために
、エアロゾル発生装置のくぼみ内に配置された第二の貫通要素とを含みうる。
【０１４１】
　第一の区画と第二の区画の容積は同一または異なる容積としうる。ユーザーに送達する
ための複数回分のエアロゾルを発生するために、第一の区画は十分なニコチンを含むべき
で、また第二の区画は十分な揮発性送達促進化合物を含むべきである。
【０１４２】
　エアロゾル発生物品は、さらにニコチン供与源および揮発性送達促進化合物供与源の下
流にあるマウスピースを備えうる。
【０１４３】
　エアロゾル発生物品は実質的に円筒形の形状であることが好ましい。
【０１４４】
　エアロゾル発生物品は適切な任意の形状の横断断面を持ちうる。
【０１４５】
　エアロゾル発生物品の横断断面は実質的に円形または実質的に楕円形であることが好ま
しい。エアロゾル発生物品の横断断面は実質的に円形であることがより好ましい。
【０１４６】
　エアロゾル発生物品は、紙巻たばこ、葉巻、細い葉巻またはパイプなどの喫煙物品や、
紙巻たばこパックの形状や寸法をまねてもよい。好ましい実施形態で、エアロゾル発生物
品は紙巻たばこの形状および寸法をまねたものである。
【０１４７】
　エアロゾル発生装置は、エアロゾル発生物品の第一の区画と第二の区画を受けるよう構
成されたくぼみを含む。
【０１４８】
　エアロゾル発生装置のくぼみは実質的に円筒形であることが好ましい。
【０１４９】
　エアロゾル発生装置のくぼみは適切な任意の形状の横断断面を持ちうる。例えば、くぼ
みの横断断面は、実質的に円形、楕円形、三角形、正方形、菱型、台形、五角形、六角形
または八角形としうる。
【０１５０】
　「横断断面」という用語は本明細書で使用される時、くぼみの主軸と直角をなすくぼみ
の断面を描写するために使用される。
【０１５１】
　エアロゾル発生装置のくぼみの横断断面は、エアロゾル発生物品の横断断面と実質的に
同一形状であることが好ましい。
【０１５２】
　ある一定の実施形態で、エアロゾル発生装置のくぼみの横断断面は、エアロゾル発生装
置からエアロゾル発生物品への導電性熱移動を最大化するために、くぼみで受けられるエ
アロゾル発生物品の横断断面と実質的に同一の形状および寸法を持ちうる。
【０１５３】
　エアロゾル発生装置のくぼみの横断断面は、実質的に円形または実質的に楕円形である
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ことが好ましい。エアロゾル発生装置の横断断面は、実質的に円形であることが最も好ま
しい。
【０１５４】
　エアロゾル発生装置のくぼみの長さは、エアロゾル発生物品がエアロゾル発生装置のく
ぼみで受けられる時に、エアロゾル発生物品の近位端が、エアロゾル発生装置のくぼみか
ら突出するように、エアロゾル発生物品の長さよりも短いことが好ましい。
【０１５５】
　「長さ」は本明細書で使用される時、くぼみおよびエアロゾル発生物品の遠位端と近位
端との間の最大長軸方向寸法を意味する。
【０１５６】
　エアロゾル発生装置のくぼみの直径は、エアロゾル発生物品の直径と実質的に等しいか
またはわずかに大きいことが好ましい。
【０１５７】
　「直径」は本明細書で使用される時、くぼみおよびエアロゾル発生物品の最大横断寸法
を意味する。
【０１５８】
　エアロゾル発生装置は、ニコチン供与源およびエアロゾル発生物品の送達促進化合物供
与源のうち片方または両方をくぼみ内で加熱するための加熱手段を備える。
【０１５９】
　エアロゾル発生装置の加熱手段は、くぼみの周辺部付近に配置された外部ヒーターを備
えうる。
【０１６０】
　「外部ヒーター」という用語は本明細書で使用される時、使用時に、エアロゾル発生装
置のくぼみ内に受けられるエアロゾル発生物品の外側に位置するヒーターを意味する。
【０１６１】
　別の方法としてまたは追加的に、エアロゾル発生装置の加熱手段は、くぼみ内に配置さ
れた内部ヒーターを備えうる。
【０１６２】
　「内部ヒーター」という用語は本明細書で使用されるとき、使用時に、エアロゾル発生
装置のくぼみ内に受けられるエアロゾル発生物品の内側に位置するヒーターを意味する。
【０１６３】
　エアロゾル発生装置は、ニコチン供与源および送達促進化合物供与源のうち第一の方が
、ニコチン供与源および送達促進化合物供与源のうち第二の方よりも高い温度を持つよう
に、エアロゾル発生物品のニコチン供与源および送達促進化合物供与源の一方または両方
を加熱するように構成しうる。
【０１６４】
　本発明によるエアロゾル発生システムのエアロゾル発生装置による、エアロゾル発生物
品のニコチン供与源および送達促進化合物供与源の選択加熱により、ニコチン供与源およ
び揮発性送達促進化合物供与源からそれぞれ放出されるニコチンおよび揮発性送達促進化
合物の蒸気の量を正確に制御することができる。これにより、有利なことに、ニコチンお
よび揮発性送達促進化合物の蒸気濃度が制御され比例的に均衡を取ることができ、効率的
な反応化学量論が得られる。これにより、有利なことに、エアロゾルの形成の効率、およ
びユーザーへのニコチン送達の一貫性が改善される。また有利なことに、未反応のニコチ
ンおよび未反応の揮発性送達促進化合物のユーザーへの送達が低減される。
【０１６５】
　一定の実施形態で、エアロゾル発生装置は、ニコチン供与源が送達促進化合物供与源よ
りも高い温度を持つように、エアロゾル発生物品のニコチン供与源および揮発性送達促進
化合物供与源の一方または両方を加熱するように構成しうる。
【０１６６】
　一定の実施形態で、エアロゾル発生装置は、ニコチン供与源が送達促進化合物供与源よ
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りも高い温度を持つように、エアロゾル発生物品のニコチン供与源および揮発性送達促進
化合物供与源の両方を加熱するように構成しうる。
【０１６７】
　他の実施形態で、エアロゾル発生装置は、ニコチン供与源が送達促進化合物供与源より
も高い温度を持つように、エアロゾル発生物品のニコチン供与源のみを加熱するように構
成しうる。
【０１６８】
　エアロゾル発生装置は、エアロゾル発生物品のニコチン供与源を摂氏約50度～約150度
の温度に加熱するよう構成されていることが好ましい。ある一定の実施形態で、エアロゾ
ル発生装置は、エアロゾル発生物品のニコチン供与源を摂氏約50度～約100度の温度に加
熱するよう構成されている。
【０１６９】
　エアロゾル発生装置は、エアロゾル発生物品の揮発性送達促進化合物供与源を摂氏約30
度～約100度の温度に加熱するよう構成されていることが好ましい。ある一定の実施形態
で、エアロゾル発生装置はエアロゾル発生物品の揮発性送達促進化合物供与源を摂氏約30
度～70度の温度に加熱するよう構成されている。
【０１７０】
　エアロゾル発生装置は、加熱手段への電力供給を制御するよう構成されたコントローラ
をさらに含みうる。
【０１７１】
　エアロゾル発生装置は、加熱手段へ電力を供給するための電源と、電源から加熱手段へ
の電力供給を制御するよう構成されたコントローラとをさらに含みうる。別の方法として
、エアロゾル発生装置のコントローラは、外部電源から加熱手段への電力供給を制御する
ように構成されうる。
【０１７２】
　加熱手段は電源によって電力供給される電熱器を備えうる。加熱手段が電熱器である場
合、エアロゾル発生装置は電源と、電源から電熱器への電力供給を制御するよう構成され
た電気回路を備えたコントローラとをさらに含みうる。
【０１７３】
　電源はDC電圧供給源としうる。望ましい実施形態で、電源は電池である。例えば、電源
はニッケル水素電池、ニッケルカドミウム電池、またはリチウムベースの電池、例えばリ
チウムコバルト、リチウム鉄リン酸塩またはリチウムポリマー電池としうる。別の方法と
して、電源はコンデンサーなど別の形態の電荷蓄積装置としうる。電源は再充電を必要と
することがあり、またエアロゾル発生装置を1つ以上のエアロゾル発生物品とともに使用
するのに十分なエネルギーの蓄積を可能にする容量を持つものとしうる。
【０１７４】
　別の方法として、または追加的に、加熱手段は、化学的加熱手段などの非電気ヒーター
を備えうる。
【０１７５】
　エアロゾル発生装置の加熱手段は1つ以上の発熱体を備えうる。
【０１７６】
　1つ以上の発熱体は、くぼみの長さに沿って全体的または部分的に延びうる。
【０１７７】
　エアロゾル発生装置の加熱手段は1つ以上の内部発熱体を備えうる。
【０１７８】
　別の方法としてまたは追加的に、エアロゾル発生装置の加熱手段は一つ以上の外部発熱
体を備えうる。1つ以上の外部発熱体は、くぼみの周囲に全体的または部分的に延びる1つ
以上の外部発熱体を備えうる。
【０１７９】
　こうした実施形態で、加熱手段は、1つ以上の外部発熱体がエアロゾル発生物品と直接
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的に熱的接触状態にあるように構成されうる。別の方法として、加熱手段は、1つ以上の
外部発熱体がエアロゾル発生物品の近くに、接触することなく配置されるように構成され
うる。その他の実施形態で、加熱手段は、1つ以上の外部発熱体がエアロゾル発生物品と
間接的な熱的接触状態にあるように構成されうる。
【０１８０】
　1つ以上の発熱体は電気的に加熱されることが好ましい。ただし、1つ以上の発熱体を加
熱するためにその他の加熱の仕組みを使用しうる。例えば、1つ以上の外部発熱体は別の
熱源からの熱伝導により加熱されうる。別の方法として、それぞれの発熱体は赤外線発熱
体、光子供給源、または誘導発熱体を備えうる。
【０１８１】
　それぞれの発熱体は、熱を吸収・貯蔵して、その後、時間をかけて熱を放出する能力を
持つ材料を含む、ヒートシンク、または蓄熱体を含みうる。ヒートシンクは、適切な金属
またはセラミック材料など、任意の適切な材料で形成しうる。材料は高い熱容量（目的に
適った熱貯蔵材料）を持つか、または熱を吸収しその後で可逆的な過程（高温相変化など
）を経て放出する能力を持つ材料であることが好ましい。目的に適った適切な熱貯蔵材料
は、シリカゲル、アルミナ、炭素、ガラスマット、ガラス繊維、鉱物、金属または合金（
アルミニウム、銀または鉛）、およびセルロース材料（紙など）を含む。可逆的な相変化
により熱を放出するその他の適切な材料は、パラフィン、酢酸ナトリウム、ナフタリン、
ろう、ポリエチレンオキシド、金属、金属塩、共晶塩の混合物または合金を含む。
【０１８２】
　ヒートシンクまたは蓄熱体は、エアロゾル発生物品と直接的に接触した状態で、貯蔵さ
れた熱がエアロゾル発生物品のニコチン供与源および揮発性送達促進化合物供与源の片方
または両方に直接的に移動できるように、配列されうる。別の方法として、ヒートシンク
または蓄熱体に貯蔵された熱は、金属管などの熱伝導体の手段によって、エアロゾル発生
物品のニコチン供与源および揮発性送達促進化合物供与源の片方または両方に移動しうる
。
【０１８３】
　一つの好ましい実施形態で、それぞれの発熱体は、電気抵抗性の材料を含む。それぞれ
の発熱体は、例えば、アルミナ（Al2O3）および窒化珪素（Si3N4）、またはプリント基板
またはシリコンゴムなど、セラミック焼結材料といった非弾性材料を備えうる。別の方法
として、それぞれの発熱体は、例えば鉄合金またはニッケルクロム合金などの弾性金属材
料を備えうる。1つ以上の発熱体は、ポリイミドなどの誘電性基質上の柔軟性のある加熱
ホイルとしうる。加熱手段が1つ以上の外部発熱体を含む場合、柔軟性のある加熱ホイル
は、エアロゾル発生装置のくぼみの周辺部に適合する形状とすることができる。別の方法
として、1つ以上の発熱体は、金属格子（単一または複数）、柔軟性のあるプリント基板
、または柔軟性のある炭素繊維ヒーターとしうる。
【０１８４】
　その他の適切な電気抵抗性の材料には、添加セラミックなどの半導体、電気的に「伝導
性」のセラミック（例えば、ケイ化モリブデンなど）、炭素、黒鉛、金属、合金およびセ
ラミック材料および金属材料でできた複合材料が含まれるが、これに限定されない。こう
した複合材料は、ドープされたセラミックまたはドープされていないセラミックを含む場
合がある。適切なドープされたセラミックの例としては、ドープシリコン炭化物が挙げら
れる。適切な金属の例としては、チタン、ジルコニウム、タンタル、および白金族の金属
が挙げられる。適切な合金の例は、ステンレス鋼、ニッケル-、コバルト-、クロミウム-
、アルミニウム-チタン-ジルコニウム-、ハフニウム-、ニオビウム-、モリブデン-、タン
タル-、タングステン-、スズ-、ガリウム-、マンガン-合金、およびニッケル、鉄、コバ
ルト、ステンレス鋼系の超合金、Timetal（登録商標）および鉄-マンガン-アルミニウム
系の合金を含む。Timetal（登録商標）は、Titanium Metals Corporation（1999 Broadwa
y Suite 4300, Denver, Colorado）の登録商標である。複合材料では、電気抵抗性の材料
は、必要なエネルギー移動の動態学および外部の物理化学的性質に応じて、随意に絶縁材
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へ埋込、封入、または塗布されてもよく、あるいはその逆であってもよい。
【０１８５】
　エアロゾル発生装置は、エアロゾル発生物品のニコチン供与源の温度を感知するように
構成された第一の温度センサーと、揮発性送達促進化合物供与源の第二の区画の温度を感
知するように構成された第二の温度センサーとを備えうる。
【０１８６】
　こうした実施形態で、コントローラは、第一の温度センサーにより感知されたエアロゾ
ル発生物品のニコチン供与源の温度と、第二の温度センサーにより感知されたエアロゾル
発生物品の揮発性送達促進化合物供与源の温度とを基に、1つ以上の発熱体への電力供給
を制御するよう構成しうる。
【０１８７】
　加熱手段は、温度と比抵抗との間に明確な関係を持つ金属を使用して形成される1つ以
上の発熱体を備えうる。こうした実施形態で、金属は2層の適切な絶縁材の間のトラック
として形成しうる。この方法で形成された発熱体は、エアロゾル発生物品のニコチン供与
源および揮発性送達促進化合物供与源の温度の加熱とモニタリングの両方に使用しうる。
【０１８８】
　一定の実施形態で、エアロゾル発生装置は、エアロゾル発生物品のニコチン供与源を加
熱するように構成された第一の発熱体と、エアロゾル発生物品の揮発性送達促進化合物供
与源を加熱するよう構成された第二の発熱体と、第一の発熱体の温度が第二の発熱体より
も低くなるように、第一の発熱体と第二の発熱体への電力供給を制御するよう構成された
コントローラとを備えうる。
【０１８９】
　その他の実施形態で、エアロゾル発生装置は、1つ以上の外部発熱体と、1つ以上の発熱
体とくぼみとの間に配置された第一の熱移動要素と、1つ以上の発熱体とくぼみとの間に
配置された第二の熱移動要素とを備えうるが、ここで、第一の熱移動要素の熱伝導率は第
二の熱移動要素よりも低い。
【０１９０】
　エアロゾル発生物品がニコチン供与源を含む第一の区画および揮発性送達促進化合物供
与源を含む第二の区画を含むさらなる実施形態で、エアロゾル発生物品の第一の区画は、
エアロゾル発生物品の第二の区画よりも低い熱伝導率を持ちうる。
【０１９１】
　第一の区画と第二の区画は異なる材料で形成されうる。第一の区画は第一の材料で形成
されることができ、第二の区画は第二の材料で形成されることができるが、第二の材料の
バルク熱伝導率は、第一の材料のバルク熱伝導率よりも小さい。
【０１９２】
　第一の区画は導電性材料で形成されうる。例えば、第一の区画は、23℃および相対湿度
50%で、改良された非定常平面熱源（MTPS）法を使用して測定して、バルク熱伝導率が約1
5W毎メートルケルビン（W/（m・K））を超える材料で形成される。
【０１９３】
　第二の区画は断熱材料で形成されうる。例えば、第二の区画は、23℃および相対湿度50
%で、改良された非定常平面熱源（MTPS）法を使用して測定して、バルク熱伝導率が約5W
毎メートルケルビン（W/（m・K））未満である材料で形成される。
【０１９４】
　別の方法としてまたは追加的に、第一の区画と第二の区画は異なる構造としうる。例え
ば、第二の区画の周辺部の厚みは、第二の区画の熱伝導率が第一の区画よりも低くなるよ
うに、第一の区画の周辺部の厚みよりも大きくしうる。
【０１９５】
　エアロゾル発生装置の加熱手段が外部ヒーターを含む実施形態で、外部ヒーターからエ
アロゾル発生物品の第二の区画への熱移動は、第二の区画の熱伝導率が第一の区画と比較
して低いために、エアロゾル発生装置の外部ヒーターからエアロゾル発生物品の第一の区
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画への熱移動よりも小さい。この結果、エアロゾル発生物品の第一の区画の温度が、エア
ロゾル発生物品の第二の区画よりも高くなる。
【０１９６】
　誤解を避けるために、本発明の1つの実施形態に対する上に記述された特徴はまた、本
発明のその他の実施形態に適用することができる。特に、本発明によるエアロゾル発生シ
ステムに対する上述の特徴はまた、適切な場合、本発明によるエアロゾル発生システムで
使用するためのエアロゾル発生物品およびエアロゾル発生装置に関連しうるとともに、逆
もまた同じである。
【０１９７】
　ここで、添付図面を参照しながら本発明に関してさらに説明する。
【図面の簡単な説明】
【０１９８】
【図１】図1aおよび1bは、エアロゾル発生物品およびエアロゾル発生装置を含む、本発明
の第一の実施形態によるエアロゾル発生システムの概略的な長軸方向の断面を示す。
【図２】図2aおよび2bは、エアロゾル発生物品およびエアロゾル発生装置を含む、本発明
の第二の実施形態によるエアロゾル発生システムの概略的な長軸方向の断面を示す。
【図３】図3aおよび3bは、本発明の第三の実施形態によるエアロゾル発生システムの概略
的な長軸方向断面を示す。
【図４】図4aおよび4bは、本発明の第四の実施形態によるエアロゾル発生システムの概略
的な長軸方向断面を示す。
【発明を実施するための形態】
【０１９９】
　図1aおよび1bは、エアロゾル発生物品2およびエアロゾル発生装置4を含む、本発明の第
一の実施形態によるエアロゾル発生システムを概略的に示す。エアロゾル発生物品2は、
ニコチン供与源8を含む第一の区画6と、揮発性送達促進化合物供与源12を含む第二の区画
10と、第三の区画14とを含む、細長い円筒形のハウジングを含む。図1に示す通り、第一
の区画6、第二の区画10、および第三の区画14は、直列にかつエアロゾル発生物品2内に同
軸に整列して配列されている。第一の区画6はエアロゾル発生物品2の遠位端に位置する。
第二の区画10は、第一の区画6のすぐ下流に位置し、第一の区画6に隣接する。第三の区画
14は第二の区画10のすぐ下流のエアロゾル発生物品2の近位端に位置する。第三の区画14
の代わりに、またはそれに加えて、エアロゾル発生物品2はマウスピースをその近位端に
備えうる。
【０２００】
　エアロゾル発生装置4は、エアロゾル発生物品2がその中に受けられる細長い円筒形のく
ぼみを含むハウジングと、電源16、コントローラ18および内部ヒーター20とを備える。電
源16は電池であり、コントローラ18は、電気回路を備え、電源16および内部ヒーター20に
接続されている。
【０２０１】
　エアロゾル発生物品2の近位端がくぼみから突出するように、くぼみの長さはエアロゾ
ル発生物品2の長さよりも短い。内部ヒーター20は、エアロゾル発生装置4のくぼみ内の中
央に位置し、くぼみの主軸に沿って延びる。使用時に、エアロゾル発生物品2がエアロゾ
ル発生装置4のくぼみに挿入されると、内部ヒーター20がエアロゾル発生物品2の第一の区
画6および第二の区画10に挿入される。
【０２０２】
　図1bに示す通り、ニコチン供与源8を備える第一の区画6は、エアロゾル発生物品2のハ
ウジングの第一の部分22内に位置し、揮発性送達促進化合物供与源12を備える第二の区画
10は、エアロゾル発生物品2のハウジングの第二の部分24内に位置する。
【０２０３】
　複数の第一の開口部がエアロゾル発生物品2の第一の区画6の下流端に提供され、複数の
第二の開口部がエアロゾル発生物品2の第二の区画10の上流端および下流端に提供され、
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複数の第三の開口部がエアロゾル発生物品2の第三の区画14の上流端に提供されている。
【０２０４】
　エアロゾル発生物品2のハウジングの第二の部分24は、エアロゾル発生物品2のハウジン
グの第一の部分22に対して、開位置と閉位置の間で回転可能である。
【０２０５】
　開位置では、第二の区画10の上流端にある複数の第二の開口部は、第一の区画6の下流
端の複数の第一の開口部と整列され、第二の区画10の下流端にある複数の第二の開口部は
、第三の区画14の上流端にある複数の第三の開口部と整列される。
【０２０６】
　開位置では、気流は、その遠位端にある空気吸込み口を通してエアロゾル発生物品2の
ハウジングに引き込まれ、空気吸込み口とエアロゾル発生物品2の近位端にある空気出口
との間でのハウジングを通した気流経路に沿って流れ、空気出口を通してエアロゾル発生
物品2のハウジングから出ることができる。空気吸込み口と空気出口の間でのハウジング
を通した気流経路に沿って引き込まれた気流は、エアロゾル発生物品2の第一の区画6、第
二の区画10および第三の区画14を通過するが、第一の区画6の下流端にある複数の第一の
開口部、第二の区画10の上流端にある複数の第二の開口部、第二の区画10の下流端にある
複数の第二の開口部および第三の区画14の上流端にある複数の第三の開口部を経由する。
【０２０７】
　気流が空気吸込み口と空気出口の間でのハウジングを通した気流経路に沿って引き込ま
れると、ニコチン蒸気は第一の区画6内のニコチン供与源から気流に放出され、揮発性送
達促進化合物の蒸気は第二の区画10内の揮発性送達促進化合物供与源から気流に放出され
る。揮発性送達促進化合物の蒸気は、第二の区画10および第三の区画14内にある気相内の
ニコチン蒸気と反応してエアロゾルを形成するが、これがエアロゾル発生物品2の近位端
の空気出口を通してユーザーに送達される。
【０２０８】
　閉位置では、エアロゾル発生物品2の第二の区画10の上流端にある複数の第二の開口部
は、エアロゾル発生物品2の第一の区画6の下流端にある複数の第一の開口部と整列してい
ない。閉位置では、エアロゾル発生物品2の第二の区画10の下流端にある複数の第二の開
口部は、エアロゾル発生物品2の第三の区画14の下流端にある複数の第三の開口部とも整
列しないようにしうる。
【０２０９】
　閉位置で、第一の区画6の下流端にある複数の第一の開口部および第二の区画10の上流
端にある複数の第二の開口部を整列させないことで、空気吸込み口と空気出口の間でエア
ロゾル発生物品2のハウジングを通した気流経路を塞ぐことになる。閉位置では、これに
より、気流が、空気吸込み口を通してエアロゾル発生物品2のハウジングに引き込まれ、
空気吸込み口と空気出口の間でエアロゾル発生物品2のハウジングを通した気流経路に沿
って流れ、空気出口を通してエアロゾル発生物品2のハウジングから出ることが防止され
る。
【０２１０】
　図2aおよび2bは、エアロゾル発生物品2およびエアロゾル発生装置4を含む、本発明の第
二の実施形態によるエアロゾル発生システムを概略的に示す。
【０２１１】
　図2aおよび2bに示す本発明の第二の実施形態によるエアロゾル発生システムのエアロゾ
ル発生装置4は、図1aおよび1bに示す本発明の第一の実施形態によるエアロゾル発生シス
テムのエアロゾル発生装置4の構造および動作と類似したものである。ただし、本発明の
第二の実施形態によるエアロゾル発生システムのエアロゾル発生装置では、エアロゾル発
生物品2がエアロゾル発生装置4のくぼみに挿入された時に内部ヒーター20がエアロゾル発
生物品2の第一の区画6にのみ挿入されるように、内部ヒーター20の長さは短い。
【０２１２】
　図2aおよび2bに示す第二の発明の実施形態によるエアロゾル発生システムのエアロゾル
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発生物品2は、図1aおよび1bに示す第一の発明の実施形態による、エアロゾル発生システ
ムのエアロゾル発生物品2と全般的な構造は類似しており、またニコチン供与源8を含む第
一の区画6と、揮発性送達促進化合物供与源12を含む第二の区画10と、第三の区画14を備
えるが、これらはエアロゾル発生物品2のハウジング内で直列かつ同軸に整列して配列さ
れている。ただし、第二の発明の実施形態によるエアロゾル発生システムのエアロゾル発
生物品では、ニコチン供与源8を含む第一の区画6、揮発性送達促進化合物供与源12を含む
第二の区画10および第三の区画14はどれも、エアロゾル発生物品2のハウジング内の細長
い円筒形の第一の部分22内に位置する。エアロゾル発生物品2のハウジングの第一の部分2
2は、エアロゾル発生物品2のハウジングの細長い円筒形の第二の部分24により部分的に囲
まれている。
【０２１３】
　図2aおよび2bに示す通り、複数の第一の開口部が第一の区画6および第二の区画10の上
にあるハウジングの第一の部分22の表面に提供されており、複数の第二の開口部がハウジ
ングの第二の部分24の表面に提供されている。
【０２１４】
　ハウジングの第一の部分22およびハウジングの第二の部分24は、開位置（図2aに示す）
と閉位置（図2bに示す）の間で、エアロゾル発生物品2の長軸方向軸に沿って相互に対し
てスライド可能である。
【０２１５】
　図2aに示す開位置では、ハウジングの第二の部分24は、第一の区画6の上にあるハウジ
ングの第一の部分22の表面に提供された複数の第一の開口部を囲まず、またハウジングの
第二の部分24にある複数の第二の開口部は、第二の区画10の上にあるハウジングの第一の
部分22内の複数の第一の開口部と整列している。
【０２１６】
　開位置では、気流は、その遠位端の空気吸込み口を通してエアロゾル発生システムに引
き込まれ、エアロゾル発生システムの近位端にある空気吸込み口および空気出口の間でエ
アロゾル発生システムを通した気流経路に沿って流れ、空気出口を通してエアロゾル発生
システムから出るようにしうる。空気吸込み口と空気出口の間でエアロゾル発生システム
を通した気流経路に沿って引き込まれる気流は、エアロゾル発生物品2の第一の区画6、第
二の区画10および第三の区画14を通過する。
【０２１７】
　気流が、空気吸込み口と空気出口の間でエアロゾル発生システムを通した気流経路に沿
って引き込まれる時に、ニコチン蒸気は、第一の区画6内でニコチン供与源から第一の区
画6の上にあるハウジングの第一の部分22の表面の複数の第一の開口部を経由して気流内
に放出される。気流が、空気吸込み口と空気出口の間でエアロゾル発生システムを通した
気流経路に沿って引き込まれる時に、揮発性送達促進化合物の蒸気も、第二の区画10内の
揮発性送達促進化合物供与源から第二の区画10の上にあるハウジングの第一の部分22の表
面にある複数の第一の開口部およびハウジングの第二の部分24の表面にある複数の第二の
開口部を経由して気流内に放出される。揮発性送達促進化合物の蒸気は、気相内のニコチ
ン蒸気と反応してエアロゾルを形成するが、これがエアロゾル発生システムの近位端の空
気出口を通してユーザーに送達される。
【０２１８】
　図2bに示す閉位置では、ハウジングの第二の部分24は、第一の区画6の上にあるハウジ
ングの第一の部分22の表面に提供された複数の第一の開口部を囲み、またハウジングの第
二の部分24にある複数の第二の開口部は、第二の区画10の上にあるハウジングの第一の部
分22内の複数の第一の開口部と整列していない。
【０２１９】
　閉位置で、第一の区画6の上にあるハウジングの第一の部分22の表面に提供される複数
の第一の開口部が、ハウジングの第二の部分24によって塞がれること、および第二の区画
10の上にあるハウジングの第一の部分22内の複数の第一の開口部と、ハウジングの第二の



(24) JP 6496312 B2 2019.4.3

10

20

30

40

50

部分24の表面にある複数の第二の開口部とが整列していないことで、空気吸込み口と空気
出口の間でエアロゾル発生システムを通した気流経路に沿って引き込まれる気流への、第
一の区画6にあるニコチン供与源からのニコチン蒸気の放出および第二の区画10にある揮
発性送達促進化合物供与源からの揮発性送達促進化合物の蒸気の放出が阻止される。
【０２２０】
　図3aおよび3bは、第一の部分22および第二の部分24を持つハウジングを含む第三の発明
の実施形態によるエアロゾル発生システムを概略的に示す。
【０２２１】
　ハウジングの第一の部分22は、第一の空気吸込み口26a、第二の空気吸込み口26bおよび
空気出口28を備える。図3aおよび3bに示す通り、ニコチン供与源8および揮発性送達促進
化合物供与源12は、ハウジングの第一の部分22内で並列に配列され、ニコチン供与源8は
第一の空気吸込み口26aの下流かつ空気出口28の上流であり、また揮発性送達促進化合物
供与源12は、第二の空気吸込み口26bの下流かつ空気出口28の上流である。
【０２２２】
　ハウジングの第二の部分24は、ハウジングの第一の部分22の遠位端にかぶさるように構
成される取り外し可能キャップである。
【０２２３】
　ハウジングの第一の部分22およびハウジングの第二の部分24は、開位置（図3bに示す）
と閉位置（図3aに示す）の間で相互に対して移動可能である。
【０２２４】
　開位置で、ハウジングの第二の部分24は、ハウジングの第一の部分22から分離される。
【０２２５】
　図3bに矢印で図示した通り、開位置では、第一の空気吸込み口26aを通してハウジング
の第一の部分22に引き込まれ、第一の空気吸込み口26aおよび空気出口28の間でのハウジ
ングの第一の部分22を通した気流経路に沿って流れる第一の気流は、ニコチン供与源8を
通過し、また第二の空気吸込み口26bを通してハウジングの第一の部分22に引き込まれ、
第二の空気吸込み口26bおよび空気出口28の間でのハウジングの第一の部分22を通した気
流経路に沿って流れる第二の気流は、揮発性送達促進化合物供与源12を通過する。第一の
気流内のニコチン蒸気は、第二の気流内の揮発性送達促進化合物の蒸気と気相で反応して
エアロゾルを形成し、これが空気出口28を通してユーザーに送達される。
【０２２６】
　閉位置では、ハウジングの第二の部分24は、ハウジングの第一の部分22の遠位端を覆っ
て配置される。
【０２２７】
　図3aに示す通り、閉位置では、ハウジングの第一の部分22の第一の空気吸込み口26aお
よび第二の空気吸込み口26bは、ハウジングの第二の部分24により塞がれている。これに
より、第一の空気吸込み口26aおよび第二の空気吸込み口26bを通してエアロゾル発生物品
2のハウジングの第一の部分22内に引き込まれる気流が阻止される。
【０２２８】
　図4aおよび4bは、本発明の第四の実施形態によるエアロゾル発生システムを概略的に示
す。
【０２２９】
　図4aおよび4bに示す本発明の第四の実施形態によるエアロゾル発生システムの構造およ
び動作は、図3aおよび3bに示す本発明の第一の実施形態によるエアロゾル発生システムと
類似している。ただし、本発明の第四の実施形態によるエアロゾル発生システムでは、ハ
ウジングの第一の部分22は単一の空気吸込み口26および空気出口28を備え、ニコチン供与
源8および揮発性送達促進化合物供与源12はハウジングの第一の部分22内に並列に配列さ
れ、ニコチン供与源8および揮発性送達促進化合物供与源12はどちらも空気吸込み口26の
下流かつ空気出口28の上流である。
【０２３０】
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　図4bに矢印で図示した通り、開位置では、空気吸込み口26を通してハウジングの第一の
部分22に引き込まれ、空気吸込み口26および空気出口28の間でのハウジングの第一の部分
22を通した気流経路に沿って流れる気流の第一の部分は、ニコチン供与源8を通過し、ま
た空気吸込み口26を通してハウジングの第一の部分22に引き込まれ、空気吸込み口26およ
び空気出口28の間でのハウジングの第一の部分22を通した気流経路に沿って流れる気流の
第二の部分は、揮発性送達促進化合物供与源12を通過する。気流の第一の部分内のニコチ
ン蒸気は、気流の第二の部分内の揮発性送達促進化合物の蒸気と気相で反応してエアロゾ
ルを形成し、これが空気出口28を通してユーザーに送達される。

【図１ａ】

【図１ｂ】

【図２ａ】

【図２ｂ】
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【図３ａ】

【図３ｂ】

【図４ａ】

【図４ｂ】
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